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愛川町教育委員会４月定例会会議録 

 

 

１ 会議日程  平成２４年４月９日（月） 

        午後２時００分から午後３時１８分 

 

２ 会議場所  愛川町役場２階２０１会議室 

 

３ 議事日程  日程第１ 会期の決定について 

        日程第２ 教育長報告事項について 

          （１）教育長報告事項 

          （２）平成２４年度教職員配置状況等について 

          （３）平成２４年度教育委員会事務局職員人事異動について 

        日程第３ 平成２４年度愛川町教育委員会表彰被表彰者の決定について 

        日程第４ その他 

 

４ 出席委員  教育委員長            平 田 明 美 

        委員長職務代理者         榮 利 隆 一 

        教育委員             足立原   威 

        教育委員             岡 本 弘 之 

        教育長              熊 坂 直 美 

 

５ 欠席委員  なし 

 

６ 説明を要した者及び議事録作成のため出席した者 

        教育次長             河 内 健 二 

        教育総務課長           熊 坂 祐 二 

        生涯学習課長           大八木 尚 一 

        スポーツ・文化振興課長      小 島 義 正 

        教育開発センター指導主事     佐 野 昌 美 
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        教育総務課副主幹         井 上   守 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎開会 

○（平田委員長） 皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席委員は５人であります。定足数に達しておりますので、４月愛川町教育委

員会定例会は成立いたしました。 

  よって、これより開会いたします。 

  それでは本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでありますか

ら、ご承知願います。 

  これより日程に入ります。 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎日程第１ 

○（平田委員長） 日程第１、会期の決定についてを議題といたします。 

  本定例会の会期でありますが、本日１日と定めたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） ご異議ないものと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日１日と決定いたしました。 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎日程第２ 

○（平田委員長） 次に、日程第２、教育長報告事項についてを議題といたします。 

  日程第２の教育長報告事項についての（１）教育長報告事項、（２）平成24年度教職員配

置状況等について、（３）平成24年度教育委員会事務局職員人事異動について、以上３項目

について一括で説明をお願いいたします。 

          ─教育長・教育次長より詳細について説明─ 

○（平田委員長） ありがとうございました。 

  これより質疑に入ります。 

  日程第２、教育長報告事項について、お聞きしたいところなどありましたら、（１）、

（２）、（３）の順でお聞きいたします。意見等がございましたらお願いいたします。 

  まず（１）の教育長報告事項のほうで何かお聞きしたい点などございますでしょうか。 

（発言する者なし） 
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○（平田委員長） よろしいですか。 

  では、（１）教育長報告事項のほうについてはよろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） それでは、（２）のほうの平成24年度教職員配置状況等についてに何かご

質問はございますでしょうか。ございませんか。（２）の平成24年度教職員配置状況等のほ

うですが。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） それでは、（３）の平成24年度教育委員会事務局職員人事異動についての

ほうもございませんでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） では、質疑がありませんので、質疑を終結いたしたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） ご異議ないものと認めます。 

  よって、日程第２、教育長報告事項についての（１）教育長報告事項、（２）平成24年度

教職員配置状況等について、（３）平成24年度教育委員会事務局職員人事異動について、以

上３項については、教育長報告どおりご承認願います。 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎日程第３ 

○（平田委員長） 次に、日程第３、議案第１号、平成24年度愛川町教育委員会表彰被表彰者

の決定についてを議題といたします。 

提案の方、説明をお願いいたします。 

          ─教育長より詳細について説明─ 

○（熊坂教育総務課長） それでは、日程第３、愛川町教育委員会表彰被表彰者の決定につ

いて、表彰候補者推薦名簿に基づきましてご説明を申し上げたいと存じます。 

 この推薦候補者の選考に当たりましては、選考委員会で審査を経ておりますが、これから

その審査に際しての目安、基準につきまして、愛川町教育委員会表彰規程及び同規程に基

づきます実施要領の要点をご説明いたしますので、その後に選考委員会で得ました結果を

ご説明をさせていただきたいと思います。 

  それでは、委員の皆様、お手元に配付いたしております表彰規程及び同規程に基づく実
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施要領をごらんいただきたいと思います。 

  まず、規程のほうでございます。見開きのすぐ後ろについておりますので、表彰規程の

ほうをご覧ください。 

  それでは、表彰規程の第２条をまずご覧ください。表彰の範囲となってございます。そ

の表彰の範囲につきましては４項目定められておりまして、第１号としまして、学校教育、

社会教育及び文化の振興、研究または改善に努め、特にその功労が顕著な者。２号としま

して、職務に専念し、その勤務成績優秀な者。３号が、職務上模範と認められる行為のあ

った者。４号が、その他表彰に値すると認められた者となってございます。 

  次に、表彰の選考についてでございますが、この第４条に表彰の選考が定められており

まして、表彰の選考は委員会の会議に諮り決定するとなってございます。定例の教育委員

会のほうに諮って最終的な決定を見るということになってございます。 

  次に、実施要領をご覧ください。実施要領の中、表彰選考に関係する条文等についての

みご説明をさせていただきます。 

  まず、第１条の趣旨でございますが、趣旨については、規程の第６条に基づきまして、

その実施について必要な事項を定めるものとなってございます。 

  次に、第２条の表彰の対象でございます。表彰の対象は、規程第２条、各号のいずれか

に該当する者で、本要領の基準によるものとすると。ただし、金品の寄贈者を除く同一事

項について、かつて国、神奈川県、神奈川県教育委員会または愛川町及び愛川町教育委員

会の表彰を受けた者及び受けようとする者は除くとなってございます。 

  次に、第３条につきましては、表彰候補者の範囲ということで、規程の第２条の各号に

定める表彰候補者の範囲については次のとおりとなってございます。まず第１号としまし

て、町立小中学校その他教育施設機関の職員。２号としまして、教育もしくは文化関係団

体及びその構成員。３号がその他愛川町の教育、文化及び学術振興に寄与した個人及び団

体となってございます。 

  次に、第４条で推薦の基準となっておりまして、規程の第２条の各号に定める推薦の基

準は次のとおりとし、候補者はいずれも人格、識見とも高潔であることを必要とするとな

ってございます。 

  まず、第１号ということで、規程第２条第１号中の「学校教育、社会教育及び文化の振

興、研究または改善に努め」の定義がなされておりまして、次のとおりとなってございま

す。 
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まず、アということで、学校教育において、実践的教育振興に努め、顕著な業績を上げ

た者。イとしまして、個人的研究により、学術上または教育上大きな業績を上げた者。ウ

としまして、社会教育関係に多年にわたり尽力し、その業績が特に顕著な者。エとしまし

ては、社会教育団体として、民主的に運営され、会員の資質向上を図るとともに、多年に

わたり社会教育の振興に著しく寄与した団体。オとしましては、スポーツ団体として、民

主的に運営され、会員の資質向上を図るとともに、多年にわたり社会教育の振興に著しく

寄与した団体となっております。 

次に、カでございますが、文化関係に多年にわたり尽力し、その業績が特に顕著な者。

キとしましては、文化関係団体として民主的に運営され、会員の資質向上を図るとともに、

多年にわたり文化の振興に著しく寄与した団体となっております。クには、その多年の定

義がなされておりまして、「多年」とはその業績が一地域にとどまるものではなく、県内

または町内一般に広く及ぶようなものは、８年以上、地区活動については10年以上とする

となってございます。ケとしまして、その他「ク」に定める年数にかかわらず、社会教育

及び文化振興上大きな業績を上げた者となってございます。 

  次に、（２）ということで、第２号、規程第２条第２号の職務に専念し、その勤務成績

が優秀な者の該当者というのは、平素の勤務成績及び他の職員との協力関係も優秀で、次

の者であることということで、まずアとしましては、町立小中学校に勤務する職員で、す

ぐれた識見と技能が極めて卓越し、積極的な活動をもって他の職員の指導啓発に寄与した

者。イとしましては、教育施設関係職員で、適切な企画と効果的実践により施設の効率的

な運営を図り、施設利用の向上に寄与した者となっております。 

  次に、第３号としましては、規程第２条第３号の、これは職務上模範と認められる行為

のあった者については次のとおりとうたってございます。まずアとしましては、学校管理

下における非常災害の際に、児童生徒等の事故を身をていして未然防止した者。イとしま

しては、社会教育に関する事業の実施中における非常事態の際に、町民の事故を身をてい

して未然に防止した者。ウとしましては、周到適切な措置により、教育施設、備品等の保

全に貢献した者。 

エとしましては、スポーツまたは文化活動において、国または地方公共団体が主催、共

催または後援する大会等において、優秀な成績をおさめた町民または町内の団体で、次の

いずれかに該当する者。ただしプロ選手は除くとなってございます。まずアとしましては、

神奈川県大会において１位の成績をおさめた者。イとしましては、関東大会等のブロック
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大会において３位以上の成績をおさめた者。ウとしましては、全国規模の大会において上

位入賞の成績をおさめた者。エとしましては、日本を代表して国際大会に出場した者。オ

国際大会において上位入賞の成績を上げた者となってございます。 

  そして、次の第４号から第６号までにつきましては、規程第２条第４号のその他表彰に

値すると認められる者として挙げられているものでございまして、まず４号、町立小中学

校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師として10年以上務めた者。次に、第５号としては、

教育文化の振興を目的とする教育委員会及び町立小中学校等への善意の寄附をした者とな

ってございます。６号としましては、厚木地区私立幼稚園協会役員として10年以上務めた

者。こういった者が該当してくるとなってございます。 

  次の第５条、候補者の推薦でございますが、表彰者の推薦は毎年教育委員会が定める期

日までに教育委員会の委員長あてに推薦するものとするとなってございます。 

  規程及び要領につきましては、以上のとおりでございます。 

  それでは、平成24年度愛川町教育委員会表彰候補者推薦名簿に基づきまして、候補者の

業績、功労概要等につきまして、その審査結果についてご説明をさせていただきます。 

  大きい見開きのＡ３版の縦長の表をご覧ください。 

  まず、１番、この方については該当条文が第４条第１号のイということで、個人的研究

で業績を上げた者となってございます。功績概要でございますが、地元宮大工「半原大

工」の歴史について調査研究をされたということで、そこにありますように、半原宮大工

矢内匠家匠歴譜などの書籍を出版、また町におきまして半原大工にかかわる展示会等を開

催され、また講演などでも活躍をされております。一番下に２つほど掲げてありますが、

第４回かなしん自費出版大賞最優秀賞、ふるさと自費出版大賞優秀賞、これを昨年11月28

日に受賞をされております。結果につきましては採択となってございます。 

  次に、２番から６番までにつきましては、これは社会教育関係の表彰該当者でございま

す。まず２番は、該当条文は第４条の第１号のウ、社会教育関係で業績が顕著な者となっ

てございます。この方については、半原小の駅伝クラブ、レッドデビルズのコーチとして

10年５カ月尽力されたということでございます。結果については採択となってございます。 

  ３番、この方も第４条第１号のウでございます。この方は上熊坂青少年健全育成会役員

として、体育部員、体育部長、副会長等を歴任されまして、役員歴通算10年ということで

ございます。結果は採択となってございます。 

  ４番、この方も該当が第４条第１号のウでございます。愛川町スポーツ推進委員、これ
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は前の体育指導委員でございますが、スポーツ推進委員として９年という経歴でございま

す。体育指導委員の活動につきましては、全町に及んでおりますので、８年以上というこ

とで該当してまいりますので、通算９年ということで、結果は採択となってございます。 

  ５番、この方も社会教育関係で、第４条第１号のウでございます。町婦人団体連絡協議

会の役員として、理事等を歴任をされまして、通算10年の役員歴ということで、採択でご

ざいます。 

  次に、６番、この方も第４条第１号のウでございます。町ソフトボール協会審判員とし

まして、30年間務めてこられたということでございます。通算30年で、この方も採択とな

ってございます。 

  次の７番から13番までにつきましては、文化関係の表彰対象者でございます。 

  まず、７番、この方については、該当条文が第４条第１号のカということで、文化関係

で業績が顕著な者となってございます。この方は神奈川ふだん記副編集長としまして20年

という経歴でございます。この方も採択でございます。 

  次に、８番、文化関係でございまして、この方の業績につきましては、三増獅子舞保存

会会員としまして13年活動されておりまして、無形民俗文化財の三増獅子舞の継承と後継

者育成、また愛川高校の高校生への獅子舞の伝授指導などに尽力をされているということ

で、採択となってございます。 

  次の９番、この方も三増獅子舞保存会の会員として活動が13年ということで、８番と同

じく採択となってございます。 

  次の10番、この方も文化関係で、町写真クラブ役員として会計監査、幹事、理事などを

通算21年務められたということで、採択となってございます。 

  次に、11番、この方も文化関係で、愛川華道協会役員として、監査、会計などを通算16

年務められたということで、採択でございます。 

  12番、愛川ばら会役員として通算15年務められております。役員歴15年ということで、

採択となってございます。 

  13番、この方も文化関係で、半原まつり研究会の会長としまして20年間活動をされてき

たということで、この方も採択でございます。 

  次に、14番から22番まではスポーツ関係の大会に出場し、優秀な成績を受けられた方の

表彰でございます。 

まず14番、この方は第４条の第３号エのアということで、県大会で１位の成績という条
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文の該当でございます。この方については、第36回神奈川県選抜少年サッカー大会にハリ

マオサッカークラブから厚木選抜チームの選手として出場されて、優勝されたものでござ

います。この方は採択ということになってございます。 

次の15番、この方も前者同様、ハリマオサッカークラブから厚木選抜チームの選手とし

て出場し、優勝されたということで、採択となってございます。 

次に、16番、この方は、条文については第４条第３号のエのアということで、県大会の

優秀な成績ということでございます。この方は、第37回神奈川県スポーツ少年団剣道交流

大会の小学５年生の女子の部に出場し、優勝されたものでございます。結果は採択となっ

てございます。 

次に17番、この方は、第４条第３号のエのウということで、全国規模の大会の上位入賞

でございます。第60回全日本大学野球選手権記念大会に慶応義塾大学の選手として出場し、

優秀な成績を収めたということで、準優勝をされております。この方も採択でございます。 

次に、18番、この方も全国規模の大会の上位入賞者ということで、全国防具空手道選手

権大会に出場し、中学生男女混合、形の部で優勝をされたものでございまして、採択とな

ってございます。 

次に19番から22番でございますが、第43回全日本少年少女武道（柔道）錬成大会に愛柔

会の選手として出場して、低学年の部で優勝をされたものでございます。 

19番、20番、21番、22番については、同じチームの一員として団体戦に出場し、優勝さ

れたということで、19番から22番の方についてはいずれも採択となってございます。 

最後の23番、この方は町の学校歯科医として通算10年ということで、採択となったもの

でございます。 

以上ご説明を申し上げましたが、今回の表彰審査会から採択として上がってきたものに

ついては全体で23名となってございます。 

  説明は以上です。 

○（平田委員長） 説明は以上であります。 

  これより質疑に入ります。ご質疑、ご意見等がありましたらお願いいたします。 

○（岡本委員） どの方も長年にわたっていろいろ活躍された方で、いろいろ大変だったと

思うんですけれども、候補として各団体から推薦されたけれども、採択されなかったとい

う件数はあるのですか。個人名はよくないですから、件数はあるのですか。全部採択され

たのですか。 
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○（平田委員長） 教育次長。 

○（河内教育次長） 候補につきましては、表彰の実施要領に基づきまして推薦をいただい

て、そしてそれに基づいた選考委員会を設置をして、きょうの結果報告ということになり

ます。この件数的には正直申し上げて、今回、団体も含めまして23ということになります

が、24の推薦をいただきました。その１名については、いろいろ事情を調べていきました

ら、その会のほうから、今回に推薦にあたり役職を含めてちょっと保留にしてほしいとい

うようなことが急遽ございまして、その方についてはここで一応見送るということにさせ

ていただいたということでございます。ですから、24人中23人ということで候補者を採択

として挙げております。 

  また、過去にも若干そういうようなこともございまして、やはり風評等も含めましてい

ろいろなことを私どもに提出された段階において調べてございますので、そういったケー

スも過去にはあったようでございます。そんなことでご理解をいただきたいと思います。 

○（岡本委員） 若干推薦条件というか、満たしていない部分があったのが出てきてしまっ

たということですかね。だからそれが通っていれば全員採択されたと思うんですよね。 

そういう事情があったということで、わかりました。 

  それから、もう１点よろしいですかね。これはまだ採択ではないですけれども、規程の

中で、ちょっと私先ほど聞いていてわからないところがあったんですけれども、規程の実

施要綱の第４条の（３）、ア、イ、ウとございますね。これは、まずアで神奈川県で１位

ですよね。それで表彰ですよね。それが関東大会で３位と、ここでも表彰ですね。全国も

そうだと。ただ、この関東大会とか、全国に出るには神奈川で必ず１位になっていますよ

ね、代表ですから。ということは、その都度、ここで神奈川で表彰を受けて、また別に表

彰を受けるということですか。要するに関東大会でまた上位に入ったら、それについても

表彰。全国大会も出たら。というのは、神奈川の第１位でもう表彰されているはずですか

ら、愛川町教育委員会としてはダブるような形の表彰になるんじゃないかなというちょっ

と気がしたんですけれども、その辺が私の解釈が間違っているのか、わからないんですよ

ね。 

○（平田委員長） 教育次長。 

○（河内教育次長） 今お話のア、イ、ウということで、県大会、関東大会、全国大会とい

うことでございます。こちらは年間を通じて、例えば仮にまず県大会に出場されて、それ

で県大会で優勝されこの時点でこの表彰規程の対象になります。また、その後にその年度
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において、例えば関東大会に出場されて、それで優秀な成績をおさめればそれの対象にな

ります。また全国ということになりますが、年間を通じてその経緯がわかりますので、そ

ういったものを全部踏まえた上で年に１回の教育委員会表彰、４月29日に統括しまして、

ある程度大会等が全部終わった段階で、１月ないし２月に推薦をいただきますので、全部

その経緯的なものがわかった上で、そこで表彰するということになります。年度をまたが

った場合だとかということについては、１回そこで表彰しているものについては、翌年度

ということではあえてしないというようなことで対応をさせていただいているというのが

現状でございます。 

  以上でございます。 

○（岡本委員） ということは、１年間の中で、関東大会まで行った人は関東大会の一番上

位のところで表彰を受けているということなんですね。わかりました。 

○（平田委員長） どうぞ。 

○（足立原委員） この中に半原小のレッドデビルズのコーチとしてとありますけれども、

これは学校の一つの課外活動としてなさっているものですね。学校教育から離れているわ

けではないんですが、そのコーチという形なんですが、この表彰規程で、例えばコーチと

して、あるいはＰＴＡの役員の方とか、そういう方なのか、全くそうではないのか、ある

いは一般のスポーツ団体の監督としてずっと何年間かやっている方、これは別に優秀な成

績とか何かはないですけれども、ただ、監督もずっとされている、この方も該当するので

しょうか。この方がコーチとしてというのが該当しているのですが、その辺はどういうふ

うに解釈したらよろしいでしょうか。 

○（平田委員長） お願いいたします。 

○（河内教育次長） 半原小のレッドデビルズは課外活動として、学校が地域の方と一緒に

立ち上げた組織でございます。創立当時からこの方は指導者として活動をずっと続けてお

られます。お子さんも最初のころおられましたので、ＰＴＡの副会長もされたかと思いま

すが、お子さんは既に小学校をとっくに卒業されていますが、それでも続けてずっと指導

をされております。過去にも読書ボランティアの10年これは団体ですが、それから中津第

二小学校にやはり課外活動で遊び塾というのがございますが、そこの指導者として10年以

上された方、こういう方も実は表彰になってございます。ですから、個人のボランティア

としてずっと続けてこられた方でございます。そういう経歴の中で学校から推薦がありま

して、今回表彰審査会で認められたという経過でございます。 
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○（足立原委員） 例えば、ある少年クラブの監督でも、あるいは父母から推薦があれば表

彰ができるのか。あるいはボランティアとしてその人は、例えば監督という立場でなさっ

ていても、親は一生懸命やってくれているのだと、別に成績云々じゃなくて、この方がも

しそういう形があれば表彰に値するのかと、この辺のところはどういうように考えておら

れますか。 

○（熊坂教育長） 実はスポーツ少年団という組織がありまして、そこでやはりかなり長い

間、監督等で一生懸命指導をされている方がございます。現実には今までそこのところは

表彰の対象になったことはなかったのですが、今年度あたりからそういった方も地域の指

導者として頑張っていただいておりますので、調整をしながら、スポーツ少年団からの推

薦をいただこうかというような考えもございます。今までは慣例できていますので、スポ

ーツ少年団の会長さんあてに推薦依頼を実はしていなかったことがございますので、そう

いう部分で、地域の活動として地道に頑張ってこられた方々が表彰になっていないという

現状がございます。ですから、今年度あたりから少しずつその辺を改善していきたいと、

そんなふうに思います。 

○（足立原委員） それではわかりました。これは半原小から上がってきたか、校長先生か

ら上がってきたということですね。 

○（熊坂教育長） そういうことになります。 

○（足立原委員） 学校へは推薦をしてくれと、何かあったらということで文書が行ってい

るということで理解してよろしいですね。 

○（熊坂教育長） はい。 

○（岡本委員） 今の関連でよろしいですか。要するにこの方は嘱託として学校が部活指導

を頼んだ方じゃないわけでしょう。要するに純粋なるコーチとして。嘱託となると、いろ

いろありますよね。嘱託となるとちゃんとお金を払って。そういう方でないから表彰の対

象になったということなんでしょう。 

○（熊坂教育長） そのとおりでございます。ボランティアとして積極的にしていただいた

方でございます。 

○（岡本委員） ボランティアとして、純粋にね。わかりました。 

○（足立原委員） 今の教育長の説明はよくわかったのですが、これからこういう方も非常

に多くなると思うんですね。たまたま年限が10年以上ということで上がってきているわけ

なんですが、その辺を落としてしまうと、随分長くずっとなさっているような方もいられ
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るかもしれませんね。今度、いろいろそういう協会あたりにも推薦を上げてほしいという

依頼をするというお話なのでわかるのですが、この辺のところの表彰の対象者をどう判定

するかというのは非常に難しくなるんじゃないかなと、こんなふうに私は感じます。それ

が１点。 

  それから、いろいろ錬成大会とか、他地区の厚木市から出ているというのもいるわけで

すね。この全国規模のというふうな、どの程度大勢参加しているかということもよくわか

らないのですが、出場される前に全国大会とか、関東大会に出られるのには奨励金を出し

ていると思うんですが、この方々には参加される前に奨励金を出しているのか。その辺の

ところが、例えば全国大会に行くには、神奈川大会でいい成績を上げていなければ出れな

いんじゃないかなと思うんですが、その辺のところはどうだったのでしょうか。 

○（平田委員長）教育長、お願いします。 

○（熊坂教育長） この中の17番の方には奨励金が出てございます。これは申請の制度をと

っていますので、申請がないとすると、こちらで大会を全部把握できませんので、申請が

あった場合に該当したときにはしております。 

○（足立原委員） もう１点、私はかつてのやはり表彰の審査の推薦名簿が出たときに、も

っとこれは、特に小学生や少年についてはもっと早目に、その結果がわかった段階で表彰

してあげたほうがいいという、その辺のところの表彰規程を考えようというような発言が

あったように思うんですが、これが変更されていないんですよね。私は１年間たってやる

というよりも、その子が、あるいはその少年が結果を出したなるべく近い時期に表彰をし

てあげる。そして４月の教育委員会表彰の日には名簿でそれを載せるとか、そういう形が

望ましいのではないかと、私は前に過去に言ったことがあるのですが、その辺のところが

変更されていないのですが、いかがでしょうか。 

○（平田委員長） お願いいたします。 

○（河内教育次長） この点については、以前もこの席において説明をさせていただき、そ

ういう考え方等を確認させていただいたんですけれども、厚木の場合はその必要に応じた

ということで、年に大体３回から４回程度ですね、スポーツ関係の全国大会等に出場した

者についてということと優秀な成績をおさめた方については行っているとのことです。厚

木の場合は当然人口等も多くて、数が多くありまして、一度に例えば教育委員会表彰みた

いなことでやりますと相当の数にのぼるというようなことがありまして、本町の場合につ

いては年間を通じて、先ほど言いましたように、県大会、関東大会、全国大会ということ
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でいきますと、どこの時期でということがありますということと、また例えばこの要綱に

該当する場合についても選考委員会というものを開くことの規程になってございます。そ

ういった委員会をその都度開くということになりますと、それはなかなかできないことで

あり、そういう合理的な選考に当たっての方法等もこの要綱の中において解消しなきゃい

けない部分であります。それからさらに記念品関係等も、金品を添えてということとして

いるため、これはできる規程でありますけれども、そういったことを全部調べていく中で

いきますと、まだその辺の整理ができない部分があります。特に選考委員会等をその都度

開くということなども、規程上そうなっているとしても、そこを選考委員会を開いて、教

育委員会に全部報告をし、そこで最終的に決定をするという規程にもなってございますの

で、その辺を全体的に整理をする必要があるかなということであります。今後もそういう

ご意見があったことを踏まえて研究課題ということで、その辺も研究ということでもさら

に進めていきたいということで考えているところでございます。 

○（足立原委員） ちょっとよろしいでしょうか。 

○（平田委員長） 今の件に関してのことでしょうか。 

○（足立原委員） 次長の説明はわかったのですが、やっぱり私は選考委員会を持たなくて

も、例えば教育長の権限でできるようなことにしておけば、規程をそうしておけばできる

と思うんですよ。だから全体で選考委員会を持たなくても、僕は後での、事後報告になっ

てもいいんじゃないかと思っているのですが。 

○（岡本委員） ちょっといいですか。これはもともと無理があるんですよ。表彰者の半分

は文化活動とか、長年の努力に対しての表彰なんですよね。ところが、スポーツの表彰は

間近の直近の１年の結果ですよね。ですからそれを一緒に同じたなに上げてやろうという

ところに無理があるんですよ、やっぱり。だから、今のような例が出ると思うんですよ。

だから今、足立原委員が言われたように、もうスポーツはここまで決まっていれば審議の

必要なく決まるわけですよね。関東大会に出たとか、もう決まったことですから。それを

一々審査する必要があるのかなと。規程でそこまで表彰するよと決まっているのなら、そ

れはそれでどんどんやっちゃって、上のほうの文化的な長年の活躍とか、そういうのはい

ろいろな角度から審査をして対処するというのはわかるんですよ。その辺が一緒になって

いるところに無理があるんじゃないかなと思うんですけれども、その辺はどうなんですか。 

○（平田委員長） お願いいたします。 

○（河内教育次長） そうですね。今言ったように、端的にスポーツの関係については県大
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会１位、繰り返しですけれども、関東大会であれば３位だとか、全国でということになれ

ば、結果で表彰該当ということになりますので、そこは選考委員会に諮らなくてもという

のは、例えば専決的に教育長が、認めた者ということで、後で委員会に報告するというこ

ともできるということになりますので、そのようなことも含めて、この要綱そのもの全体

を含めて、また、要綱だけに限らず規程のほうも最終的には整理していく必要があります。

それでまたそういうご意見があったことを踏まえ、できるだけご意見に沿えるようなこと

で、そんな研究をさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○（足立原委員） 先ほど岡本委員がお話しになりましたけれども、この少年の柔道関係、

空手道関係、これについては県大会があって全国に出ていくはずなんですね。だから、県

大会のところでいい成績をおさめていなければ全国大会には出られない。直接全国大会と

いうのはおかしいと思うんですね。その辺のところがちょっとよくわからないんですよ。

ですから、ただ全日本少年武道錬成大会となっていますよね。この辺のところが、神奈川

県大会があって、そしてその段階ではもう把握できるわけですよ。新聞欄に載りますから。

それで全国があるわけですから。神奈川県の大会のときにどうされたかと思うんですよね。

その辺のところがちょっと私にはよくわからないんですけれども。 

○（平田委員長） お願いいたします。 

○（熊坂教育総務課長） この柔道錬成大会につきましては、県大会はなくて、全国から愛

好しているクラブが出ておりまして、何ブロックかに分かれて試合をやっているんですけ

れども、そのうちの１つのブロックが五十何チームある中での優勝ということでなってい

ます。そういったかなりのチーム数の中での優勝ということで、今回選考委員会の中でも

ご説明を申し上げまして、採択となったものでございまして、県大会はなくて、そのまま

全国大会ということで、日本武道館で全国からそういったチームが集まって一遍にやる大

会だと思います。 

○（足立原委員） わかりましたんですが、その辺をどういうふうに表彰していくかという、

これを表彰していいのかどうかという、何かもう少し詰めたほうがよかったのかなと。た

だ全国大会という形ですっと出れる、幾つかのブロックに分かれてやったのでしょう、そ

のブロックの優勝、こうなったと思いますね。その辺のところがもう少し詰める必要があ

るんじゃないか。だから、僕は表彰に値するかどうかという、その辺のところがちょっと

疑問に思うんですね。 
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○（岡本委員） いいですか。最近クラブチームとか、いろいろな団体がありますから、そ

ういう団体が催す全国大会とか、関東大会というのは、いわゆる今までのように、地区の

予選を勝ってというようなこととは違った大会が、全国大会とか、関東大会と名乗って、

いろいろ今あるんですよね。いきなり出られる大会が。さっき言ったように、その会が所

属していて、会で出場し、それで１位になってしまう。 

○（河内教育次長）例えば県があって、関東があって、全国がということでありますが、必

ずしもそういう組織上の中でそういう大会関係がない場合もあります。ですから例えば神

奈川県を代表して全国大会に選抜されたというようなケースもあって、それで全国大会に

行ったときに優秀な成績をおさめたということになりますと、そういうことでいけば全国

規模の大会において上位入賞ということで、いずれの成績結果により教育委員会表彰の対

象になるということになります。 

また、例えば中学の中体連等含めての大会組織の中では、県、関東、それで全国という

ようなことにいきますけれども、すべてがそういうように種目によってないものもありま

すので、そういったところを今後も整理する必要もあります。それは当然その大会として

の組織としてそういうような方法をとっておりますので、それを尊重した中での最終的な

結果ということで見ていくのかなということで考えていると思いますけれども、いずれに

してもそういう状況にあるということはやっぱり選考に当たっても非常に調べる 中では

難しい面があるかと思います。 

  以上です。 

○（平田委員長） 足立原委員、どうぞ。 

○（足立原委員） 僕はこれは表彰してしまうと、これからそれがもとになるわけですね。

こういうケースは今までなかったわけです。こういう形で表彰したというのは今までたし

かないと思うんです。少年、小学生を。それをここで一つの例として出てくるわけですね。

それが基準になるわけですね。その辺のところを十分に考えておかないと、やはりこれか

らのことがいろいろあろうと思います。奨励金の問題との絡みですね。奨励金は出るとき

に全国大会だから出しているわけですよ。あるいは何かを頑張ってこいよという。これが

当然されていないと思うんですこの方々には、１人はなさっているそうですけれども、こ

れも当然後からでもしなければいけない、表彰するからには、それをしなきゃいけないん

じゃないかなと思うんですけれども。 

○（平田委員長） お願いします。 
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○（岡本委員） さっき私は表彰の規程に種類がちょっと違うようなのが同一で評価してい

るから、いろいろ細かいことを詰めていくとこういうことになってしまう。それでさっき

の表彰規程のも、これも神奈川県で１位とか、関東とか、全部決めているでしょう。だか

ら、そうじゃなくて、やはり頑張っているんですから、全国で優勝するような子は。どん

な大会であっても。それなりの表彰をしてあげるのは意味があると思うんですけれども、

そこのところが誤解を生むような、この規程でいくと、神奈川で１位になって、関東大会

に行って、全国大会に行くというような順序になってしまうんですね。だから、その辺の

ところ、表現の仕方が難しいのかもしれないけれども、いずれにしろどの大会であろうと、

全国まで行って頑張って優勝したというのはすごいことで、表彰に値するものだとは思う

んですけれども、その辺のところが納得いくような一つの規程になってもいいなというふ

うな思いがするんですよね。 

○（平田委員長） 私もよろしいでしょうか。一言申し上げさせていただきたいんですけれ

ども、今、岡本委員がおっしゃったとおり、やはりやる時期がいろいろあると思うんです。

それとあとはやはりここに名前の挙がった、特に小学生の子たちをここに上げてくるとい

うのは、ここにおいでになっている皆さんほど審議をしていろいろ上げているとは思わな

いんですね。ですから、やはりいろいろな角度での審議をした上で、これからのことだと

思いますので、もっと深く掘り下げてやっていただきたいと思いますし、それとあと一度

表彰したら、次はなかなか、また同じ子がするということはできないと思いますので、特

に低学年の子たちのことはもっと審議していく方向がいいかなと思います。 

  それとあと、重複いたしますけれども、やはり何十年役員をやっていると表彰されるん

だよというのがちょっと聞こえてまいります。嫌だけどいるという、だけど表彰されるか

ら頑張っているというようなところがちょっと聞こえてまいります。その辺もいろいろ意

見を聞きながらの表彰を行ったほうがいいのではないかなと思います。 

  私のほうは以上でございます。 

  足立原委員、どうぞ。 

○（足立原委員） 例えば中学校なんかの場合は、ここもそうですが、中体連、こういうの

がありまして、そこを一応通過しないと全国大会には学校のクラブから、教育活動の中か

ら入っていくわけです。小学校はそれがないわけですね、小学生の場合は。ですから、い

ろいろなところの柔道教室へ通っている。愛柔会なんかはそうだと思うんですね。そうい

うところからその方々の組織の中でそういうものがやたらとあるわけです、全国大会規模
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のものを集めて。だから、もちろん把握はしにくいわけですけれども、そういうものなん

ですね。だから先ほど僕が言いましたように、これを今年度表彰してしまうと、これから

いろいろあるよということを申し上げたんですけれども、非常にやはり慎重に扱っておか

ないといけないんじゃないかなと、こんなふうに思います。 

○（平田委員長） いかがでしょうか。 

○（河内教育次長） 今ご意見をいただきましたように、確かに、特に小学生を対象とする

ような競技種目の中では、その競技の大会運営に当たっての組織的なことでここは決まっ

てのことでありますけれども、今言われたように、中学校の例みたいなことで、県、関東、

全国というようなことが確かにございませんので、そういったところについての内容につ

いてはもう一度調べていきたいと思います。現時点では全国規模ということの確認をし、

そしてその上で好成績をおさめた者ということでとらえはさせていただいているのが今の

状況で判断をさせていただいたものでございます。 

そういったことを含めて、今後、例えば小学生等のレベルの子供たちであれば、中学、

高校、大学、そして成人になったときに、そういう成績をおさめたときにどうだというよ

うな話にもなりかねませんので、その辺についても今後よく各大会組織等を含めた内容等

をもう一度調べていく必要があるかなということを思いますので、今回の例を含めて、ま

た二重、三重に同じ者を表彰するようなことのないようなことも考えていかなければなら

ないかなということで思い、もう一度研究はさせていただきたいと思います。今回につい

てはこのような方向で実施させていただいたものでございまして、採択ということでお認

めいただければなということで思いますが、そういったことを課題にしながら整理をさせ

ていただくということでご理解いただければなと思います。 

  以上です。 

○（足立原委員） 先ほど申し上げましたこの方々には、奨励金も後で出してあげるという

ことでよろしいでしょうか。 

○（河内教育次長） 手元に全国大会の要綱がないんですけれども、全国大会出場に当たっ

ての奨励金交付は要綱等で定めておりますので、それに該当すれば交付をしているという

状況であります。あくまで全国大会などということになっております。 

○（足立原委員） そうすると、この子たちは該当しますね。 

○（河内教育次長） 交付要綱を確認しないと今この時点で、しますということは言えませ

ん。 
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○（足立原委員） 全国大会で優勝しているんですから、優秀な成績を上げているんですか

ら、当然交付されるのでは。 

○（河内教育次長） 要綱を確認しないと出る出ないということは、確定できません。今こ

こで出ると返事をしまして、できないだとかということになってもいけませんので、確認

はさせていただきます。 

  以上です。 

○（平田委員長） よろしいでしょうか。 

  それでは、まだございますか。よろしいですか。お願いいたします。どうぞ。 

○（岡本委員） 奨励金のことで、奨励金はこの子たちはもらっていないんですよね、いず

れも。 

○（熊坂教育長） この中で、県の大会は当然ないわけですけれども、18番の方は多分もら

っていると思います。過去にも全国大会に出たときに奨励金を渡していますので、17番と

18番の方はあると思います。 

○（岡本委員） 大学生。 

○（熊坂教育長） はい。ですから、柔道の部分はこういう制度があるということをご存じ

ないと思いますので、当然申請が来ていないと。 

○（足立原委員） 錬成大会って、中学の場合錬成大会ってありますよね。 

○（熊坂教育長） 制度を承知しているところは全国大会のときには申請が出てまいります

ので。所属団体が厚木になっていますよね。 

○（岡本委員） 足立原委員がこだわられるのは、例えばここで全国大会とか、いろいろな

のがあって、推薦で上がってきたよと。これは恐らく学校から出たんでしょう、全部。 

○（熊坂教育長） 学校ではありません。 

○（岡本委員） 違うんですか、個人ですか。 

○（熊坂教育長） これは体育協会等を通じて上がってきています。 

○（岡本委員） 協会ですか。やっぱり学校教育とは全然関係ない。 

○（熊坂教育長） 別です。 

○（岡本委員） だからこういうことがあるんですけれども、それはそれでいいんですけれ

ども、多分ここに上がると、この表彰される委員の方、論議もなく、ここに出ていればい

いでしょうと、採択しましょうとなってしまうと思うんです。そうすると、採択のための

会議が何なのかということにもなりかねない。長年こんなことをやってこられて、いろい
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ろな角度から検討してというのが採択するかどうかというのはあるけれども、その辺がや

はりさっき私が一番最初に言ったように、同じ土俵に乗ってしまうと種類の違うようなの

が難しいところなんでしょうねということなんですけれどもね。それがうまくいくいい方

法があればね。 

○（平田委員長） 17番の方と18番の方はいただいているんですね。 

○（熊坂教育長） その前の14、15、16は当然県大会ですから、それはないんですね。 

○（平田委員長） これだけ体育関係のことでいろいろな意見が出るとしましたら、もう別に

分けたほうがよろしいですね。時期をこの時期じゃなく、もっと表彰するときにすぐやると

いう形のほうがよろしいですよね。どうですかね。 

○（河内教育次長） それでは、全国大会の出場奨励金の交付の要綱で見てみますと、全国大

会規模ということでは、例えば３例ございまして、個人の場合ですと。国民体育大会、日本

選手権の規模の全国大会、それから次に産業別、年齢別等の全国大会規模の大会、それから

地方予選を経た全国大会規模の大会ということでありますので、地方予選を経たものでなけ

れば全国大会の奨励は対象にならないということでいきますと、地方予選ということは先ほ

どの柔道の関係ではありませんので、該当はしないだろうという判断があるということです。 

○（足立原委員） ２番目は何でしたか。 

○（河内教育次長） 産業別、年齢別等の全国大会規模、実業団、社会人、インターハイ、イ

ンカレなどです。 

○（足立原委員） 小学生は書いていないけれども。 

○（岡本委員） でも、年齢別だから入るのでは。実業団、社会人、インターハイには入らな

いの、ちょっとこの辺わからない。 

○（熊坂教育長） 予選を経てということがありますので。スポーツ少年団というのは大体地

区から県大会もまずありますよね。予選があって全国大会ですから、スポーツ少年団で全国

大会に出た場合は奨励金がすべて今まで出ております。ですから、柔道については出ていな

いんですね。そのほかに小学生で昨年度出たのは、バドミントンの子が全国大会に行って、

奨励金が出ています。ただ、これは地区大会の中で優勝はしていないんですね。２位、３位

でも出れるという規定がありますので、奨励金はもらえますけれども、表彰には残念ながら

ならないと。そういうケースも中にはあります。 

○（岡本委員） そうか、それでわかりました。３位で出ても、その上で出たところの大会で

優勝すれば表彰されるんだ。 
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○（熊坂教育長） そういうこともあります。 

○（岡本委員） これはあるということですね。 

○（熊坂教育長） 陸上などの場合には標準記録を超えていれば全国大会に出ますので、そこ

で優勝したとか、上位に入れば表彰にはなりますので。 

○（岡本委員） 私は子供たちがそういうスポーツに興じて一生懸命やるというので励みにな

ればいいことだと思うんですけれども、さっき言ったように、表彰規程に同列にいくところ

が難しいところがあるのかなという思いがしてならないんですよ。だからそういう問題があ

るから出さないということではなくて、出してあげたいんですよね。だからそれが気持ちよ

くすっといけば一番いいかなと思うんですよね。 

○（熊坂教育長） いろいろご意見をいただきまして、今年度、先ほど次長もお話ししました

ように、見直して、すぐ表彰ができるような規程も盛り込む形をとりまして、またご審議い

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○（平田委員長） たくさんいろいろなご意見をいただきましたが、他にはよろしいでしょう

か。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） それではここで終結いたしたいと思いますが、ご意見ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） ご意見ないものと認めます。 

  よって、質疑を終結し、表決に入ります。 

  議案第１号、平成24年度愛川町教育委員会表彰被表彰者の決定についての採決をいたしま

す。 

  本案を原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○（平田委員長） ご異議ないものと認めます。 

よって、議案第１号、平成24年度教育委員会教育委員会被表彰者の決定については原案

のとおり可決されました。 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎日程第４ 

○（平田委員長） 次に、日程第４、その他でありますが、各委員からご意見などございまし

たらお願いいたします。ございませんか。お願いいたします。 
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○（河内教育次長） それでは、その他ということで恐縮でございますが、この４月に、先ほ

ど職員の紹介をさせていただきましたが、新たにスポーツ・文化振興課のほうに小島義正課

長が就任されましたので、ここであいさつをさせていただきます。 

○（小島スポーツ・文化振興課長） それでは、４月１日付でスポーツ・文化振興課長を拝命

いたしました小島と申します。よろしくお願いいたします。 

  今まで教育委員会には平成21年度、22年度ということで、２カ年間、スポーツ・文化振興

課のスポーツ・文化振興班主幹ということで務めさせていただきました。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○（平田委員長） お願いいたします。 

○（熊坂教育総務課長） それでは、もう１枚資料がついていまして、空間放射線量の測定結

果ということで資料をおつけしております。３月に実施をいたしました小学校、中学校、保

育園、幼稚園の測定結果を資料としておつけしましたので、ご覧いただきたいと思います。

なお、この測定につきまして、今度、平成24年度からは、さらにこれに加えまして公民館、

児童館においても実施をすることになりましたので、よろしくお願いをいたします。ですか

ら、４月の結果からはさらにそういった施設もつけ加えられるということでご理解をお願い

をいたします。 

  以上です。 

○（平田委員長） 委員のほうから何かございませんか。 

  よろしいですか。 

 ──────────────────────────────────────────  

     ◎閉会 

○（平田委員長） それでは、以上をもちまして議事のすべてが終了いたしましたので、閉会

したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  ご異議ないものと認めます。よって、４月定例会を閉会いたします。長時間にわたってあ

りがとうございました。 


